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No.19 (1974) 

Testosteroneおよび TestosteroneG 1 ucosiduronate 

の代謝（ I ）雄性ラットにおける胆汁中排池と代謝

箱崎美砂子，絹山優子，松井道夫

（日本薬学会第94年会 (1974年4月）で発表）

〔目的〕 演者らは，雄性ラット肝における invitroの代謝研究から， Testosterone(T）は

5αーと 5ft-Steroidsに変換されるが， TestosteroneGlucosiduronate (TGA）は抱合体の

ままで 5か－Steroidsのみを生成すること，また TGAは T に比し水酸化酵素の基質とはなり

難いことを報告した（Chem.Pharm. Bull., 20, 1913 (1972））.今回，同系雄ラットにおける

T および TGAの invitroの代謝を検討した．

〔実験〕 胆管カニューレ手術を施したWistar系雄性ラットに T-4-14C (0. 45μci, 22. 9nmole) 

および TGA-1,2-3H(2. 25μCi, 22. 9nmole) (3H/14Cニ4.96）を同時に腹腔内注射し，経時的に

胆汁および尿を捕集した．阻汁は AmberliteXAD-2および SephadexLH-20カラムクロマ

トグラフィーにより， FreeSteroid, Glucosiduronate, Sulfateおよび Diconjugate分画に

分離した． 抱合体はかGlucuronidase あるいは Solvolysis により加水分解し，えられた

Steroidsは TLCにより精製後，再結晶法などにより同定した．

〔結果・考察〕 注射後放射活性はすみやかに胆汁中に排出され， 24時間で， s百83%,14C74% 

となり，尿中への排池はわずかで、あった.TGAは胆汁中へは主に Glucosid urona teとして排

泊され， 5ft-steroidsに変換されていた．このことは， invitroの場合と一致した結果で、あり，

TGAは抱合体のままで r二重結合が選択的に 5/3に還元されたことを示している．一方， T

は TGAと全く異なる代謝をうけ， 胆汁中へは Glucosid urona teやその他の抱合体として排

泊され，その主な代謝産物は C1902-Steroidsよりも Polarであり， 水酸化をうけていると考

えられる．

Testosteroneおよび TestosteroneG 1 ucosiduronateの代謝（日）

雌性ラットにおける胆汁中排地と代謝

絹山優子，箱崎美砂子，松井道夫

（日本薬学会第例年会 (1974年4月）で発表）

〔目的〕 ラツトはステロイドの代謝に著しい性差を示すことが知られている．雌は雄にくらベ

て肝臓の 5α明．．． 

れ，また一般に水酸化酵素活性は雄に比べて雌は弱い．演者らは，雌性ラット肝による invitro 

の代謝研究から，雄の場合と異なり TestosteroneGlucosiduronate (TGA）は 5かのみな

らず 5α－Steroidsへも変換されることを報告した（Chem.Pharm. Bull., 21, 2764 (1973)). 

今回，同系雌性ラットにおける Tおよび TGAの仇 υiυoの代謝を検討した．

〔実験〕阻管カニューレ手術を施した Wistar系雌性ラットに T-4-14C (0. 45μ Ci, 22. 9 
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